
経理情報●2022.7.20（No.1650） 4

固
定
資
産
に「
使
用
権
資
産
」の
区
分

を
設
け
る
？
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

２
０
２
２
年
度
税
制
改
正
対
応
の
法

人
税
基
本
通
達
等
、改
正
─
国
税
庁

税
　
　
務

去
る
６
月
29
日
、
国
税
庁
は
、
令

和
４
年
度
の
法
人
税
関
係
法
令
に
対

応
し
た
「
法
人
税
基
本
通
達
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」（
法
令
解
釈
通

達
）
を
公
表
し
た
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
。

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度

⑴　
投
資
簿
価
修
正
制
度
の
見
直
し

（
法
基
通
）

投
資
簿
価
修
正
制
度
に
お
い
て
、

対
象
株
式
の
取
得
の
時
期
が
古
い
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
資
産
調
整
勘
定

対
応
金
額
等
の
計
算
が
困
難
な
場
合

の
取
扱
い
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

⑵　
外
国
税
額
控
除
制
度
に
係
る
進

行
年
度
調
整
の
見
直
し（
法
基
通
）

税
務
当
局
に
よ
る
調
査
の
結
果
、

通
算
法
人
の
各
事
業
年
度
に
お
い
て

進
行
年
度
調
整
規
定
を
適
用
す
べ
き

と
認
め
る
場
合
に
、
進
行
年
度
調
整

規
定
の
適
用
に
係
る
対
象
事
業
年
度

の
意
義
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

⑶　
グ
ル
ー
プ
通
算
通
達
の
法
人
税

基
本
通
達
等
へ
の
移
管・
グ
ル
ー

プ
通
算
通
達
の
廃
止

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
の
施
行
に
伴

い
、
グ
ル
ー
プ
通
算
通
達
に
定
め
る

各
通
達
を
、
法
人
税
基
本
通
達
、
租

人
が
自
己
の
下
請
業
者
に
対
し
て
、

当
該
下
請
業
者
の
専
ら
当
該
法
人
の

た
め
に
す
る
製
品
の
加
工
等
の
用
に

供
さ
れ
る
減
価
償
却
資
産
を
貸
し
付

け
る
行
為
が
該
当
す
る
な
ど
、
主
要

な
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
貸
付
け
の

例
示
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

賃
上
げ
促
進
税
制
（
措
通
）

継
続
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
の
増

加
割
合
が
３
％
以
上
の
場
合
に
そ
の

増
加
額
の
15
％
の
税
額
控
除
が
で
き

る
等
の
改
正
を
受
け
、
常
時
使
用
す

る
従
業
員
の
範
囲
に
つ
き
、
繁
忙
期

に
数
カ
月
程
度
の
期
間
そ
の
労
務
に

従
事
す
る
者
を
使
用
す
る
と
き
は
、

そ
の
従
事
す
る
者
の
数
を
「
常
時
使

用
す
る
従
業
員
の
数
」
に
含
め
る
こ

と
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

去
る
６
月
29
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
４
８
２
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

改
正
リ
ー
ス
会
計
基
準

⑴　
表
示
お
よ
び
注
記

第
１
０
９
回
リ
ー
ス
会
計
専
門
委

員
会（
２
０
２
２
年
３
月
10
日
号（
№

１
６
３
８
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
再

提
案
が
行
わ
れ
た
。

①　
借
手
の
表
示・注
記

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
「
リ
ー
ス
」
と
整

合
的
な
も
の
と
す
る
。

表
示
に
つ
い
て
は
、
使
用
権
資
産

を
、現
行
基
準
の
「
有
形
固
定
資
産
」、

「
無
形
固
定
資
産
」
お
よ
び
「
投
資

そ
の
他
の
資
産
」
の
ど
の
区
分
に
表

示
す
る
か
に
関
し
て
、
す
べ
て
の
企

業
に
対
し
、固
定
資
産
に
新
し
い
「
使

用
権
資
産
」
と
い
う
区
分
を
設
け
る
。

こ
の
提
案
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、

次
の
ⅰ
、
ⅱ
の
選
択
適
用
と
す
る
。

ⅰ　
使
用
権
資
産
の
原
資
産
が
有
形

固
定
資
産
か
無
形
固
定
資
産
か
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
に
区

分
表
示
す
る
。

ⅱ　
使
用
権
資
産
に
つ
い
て
は
ま
と

め
て
無
形
固
定
資
産
に
表
示
す
る
。

注
記
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16

号
と
同
様
の
開
示
目
的
を
定
め
、
短

期
リ
ー
ス
お
よ
び
少
額
資
産
の
リ
ー

ス
に
係
る
費
用
の
開
示
を
要
求
す
る
。

ま
た
、
開
示
目
的
を
満
た
す
た
め

の
必
要
な
追
加
の
定
性
的
・
定
量
的

情
報
に
つ
い
て
、
当
該
項
目
に
関
す

る
定
め
を
置
か
ず
に
、
結
論
の
背
景

で
そ
の
理
由
を
記
載
す
る
案
が
示
さ

れ
た
が
、
こ
れ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
聞
か
れ
て
い
る
た
め
、
公
開

草
案
の
個
別
の
質
問
事
項
と
す
る
。

委
員
か
ら
は
「
借
手
の
表
示
で
、

『
使
用
権
資
産
』
の
区
分
を
設
け
る

の
で
は
な
く
、
無
形
固
定
資
産
に
入

れ
る
か
、
選
択
適
用
が
よ
い
の
で

は
」、「
借
手
の
注
記
で
、
短
期
リ
ー

ス
お
よ
び
少
額
資
産
の
リ
ー
ス
に
係

る
費
用
の
注
記
は
本
当
に
必
要
か
」

と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

②　
貸
手
の
表
示・注
記

表
示
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
定
め

を
維
持
す
る
。

注
記
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16

号
と
同
様
の
開
示
目
的
を
定
め
る
。

⑵　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
の
設
例
の
取
扱
い

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
の
リ
ー
ス
の
識
別

に
関
す
る
設
例
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
事
務
局
案
が
示
さ
れ
た
。

設
例
８
―
シ
ャ
ツ
に
関
す
る
契
約
→

採
り
入
れ
な
い

設
例
９
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
に
関

す
る
契
約
→
採
り
入
れ
る

設
例
10
―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
契
約
→
採
り
入
れ
る

⑶　
指
数
ま
た
は
レ
ー
ト（
指
数
等
）

に
応
じ
て
決
ま
る
変
動
リ
ー
ス
料

第
４
７
９
回
親
委
員
会

税
特
別
措
置
法
関
係
通
達
（
法
人
税

編
）
等
に
移
管
し
、
グ
ル
ー
プ
通
算

通
達
が
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
連
結

納
税
基
本
通
達
お
よ
び
租
税
特
別
措

置
法
関
係
通
達
（
連
結
納
税
編
）
も

廃
止
さ
れ
た
。

子
会
社
株
式
簿
価
減
額
特
例

（
法
基
通
）

子
会
社
株
式
簿
価
減
額
特
例
制
度

の
見
直
し
を
受
け
、
対
象
期
間
内
に

利
益
剰
余
金
の
額
が
増
加
し
た
場
合

の
そ
の
増
加
額
を
証
す
る
書
類
に
、

当
該
他
の
法
人
の
当
該
最
後
に
終
了

し
た
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
の
写

し
の
ほ
か
、
当
該
他
の
法
人
の
対
象

期
間
に
お
け
る
利
益
の
額
を
計
算
し

た
書
類
の
写
し
が
該
当
す
る
こ
と
が

例
示
さ
れ
た
。

少
額
減
価
償
却
資
産
（
法
基
通
）

対
象
資
産
か
ら
、
取
得
価
額
が

10
万
円
未
満
の
減
価
償
却
資
産
の
う

ち
貸
付
け
（
主
要
な
事
業
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
を
除
く
）
の
用
に
供
し

た
も
の
が
除
外
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

資
産
の
譲
渡
ま
た
は
役
務
の
提
供
を

行
う
者
の
当
該
資
産
の
譲
渡
ま
た
は

役
務
の
提
供
の
事
業
の
用
に
専
ら
供

す
る
資
産
の
貸
付
け
の
場
合
は
、
法
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非
財
務
情
報
の
重
要
性

公
認
会
計
士 

市
川　

育
義

会
計・監
査・開
示

〝
来
し
方
行
く
末
〟

資
本
市
場
に
お
い
て
は
、
投
資
家
１

人
ひ
と
り
の
淡
い
期
待
（
欲
望
？
）
が

反
映
さ
れ
る
こ
と
で
、
株
価
は
日
々

変
動
す
る
。
そ
し
て
、
一
般
的
に
は
、

期
待
ど
お
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ

れ
ば
株
価
は
あ
ま
り
動
か
な
い
が
、
期

待
を
大
き
く
裏
切
る
よ
う
な
場
合
（
大

幅
な
業
績
修
正
、
自
然
災
害
な
ど
）
に

は
、
大
き
く
変
動
す
る
と
い
わ
れ
る
。

日
本
経
済
が
右
肩
上
が
り
で
推
移

し
て
い
た
時
代
で
は
、
順
調
に
業
績
を

伸
ば
し
て
い
る
会
社
で
あ
れ
ば
、
今
後

も
成
長
が
期
待
で
き
る
は
ず
と
い
っ
た

よ
う
に
、
多
く
の
投
資
家
は
、
主
に
過

去
情
報
を
中
心
と
す
る
財
務
情
報
に
よ

り
投
資
判
断
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
少
な
く
と
も
、
資
本
コ
ス
ト
や
企

業
価
値
と
い
っ
た
、
中
長
期
的
な
視
点

か
ら
の
投
資
判
断
と
は
程
遠
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
、
経
営
環
境
の
不

確
実
性
が
著
し
く
増
大
し
、
そ
の
結

果
、
環
境
変
化
に
う
ま
く
適
応
で
き
ず

に
、
業
績
低
迷
に
陥
り
、
な
か
な
か

回
復
軌
道
に
乗
れ
ず
に
い
る
と
い
っ
た

上
場
会
社
が
増
え
て
く
る
と
、
こ
れ
ま

で
順
調
で
あ
っ
た
か
ら
今
後
も
成
長
で

き
る
と
い
っ
た
、
過
去
の
延
長
線
上
で

の
投
資
判
断
は
次
第
に
機
能
し
な
く
な

る
。そ

こ
で
近
年
注
目
さ
れ
る
投
資
判
断

に
関
す
る
情
報
が
、
将
来
情
報
を
中

心
と
す
る
非
財
務
情
報
で
あ
る
。

非
財
務
情
報
は
、
最
終
的
に
は
将

来
の
財
務
情
報
に
転
化
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
企
業
価
値
に
関
係
す

る
情
報
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
具
体
的

に
は
、企
業
の
将
来
キ
ャッ
シ
ュ・フ
ロ
ー

に
影
響
す
る
、
経
営
方
針
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
、
経
営
戦
略
、
資
本
調
達
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ど
、
今
後
の
企
業
経
営

に
つ
い
て
、
投
資
家
に
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
重
要
な
事
項
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

最
近
は
、
社
会
的
課
題
の
解
決
に
向

け
た
企
業
の
戦
略
的
な
取
組
み
と
い
え

る
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
事
項
（
気

候
変
動
、
多
様
性
の
確
保
な
ど
）
の
開

示
に
つ
い
て
、
投
資
家
の
注
目
度
が
高

く
な
っ
て
い
る
（
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
開

示
基
準
を
開
発
中
）。

そ
し
て
、
非
財
務
情
報
の
開
示
を
通

じ
て
、
経
営
者
と
投
資
家
が
、
企
業

価
値
の
向
上
と
い
う
同
一
目
線
で
建
設

的
な
対
話
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

非
財
務
情
報
は
、
企
業
価
値
の
源

泉
と
も
い
え
る
、
ブ
ラ
ン
ド
、
デ
ザ
イ

ン
、
製
品
開
発
力
、
デ
ー
タ
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
、
知
財
・
無
形
資

産
等
に
関
係
す
る
情
報
を
含
ん
で
お

り
、
他
社
と
比
較
し
て
現
時
点
で
強
み

弱
み
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
な
ど
、
判
断

材
料
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
。

東
証
が
公
表
す
る
２
０
２
２
年
5
月

の
統
計
資
料
「
規
模
別
・
業
種
別
Ｐ
Ｅ

Ｒ
・
Ｐ
Ｂ
Ｒ
（
連
結
・
単
体
）
一
覧
」

に
よ
れ
ば
、
東
証
上
場
企
業
の
Ｐ
Ｂ
Ｒ

（
株
価
純
資
産
倍
率
）は
、全
体（
連
結
）

と
し
て
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
が
１・３
倍
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
が
１・０
倍
と
な
っ

て
い
る
。
実
際
に
は
、
１
倍
割
れ
の

企
業
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
、欧
米
の
上
場
企
業
（
２
倍
～
４
倍
）

に
は
遠
く
及
ば
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
そ
も

そ
も
短
期
的
に
業
績
を
悪
化
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
、
知
財
・
無
形
資
産
に
対
す

る
投
資
に
つ
い
て
、
日
本
企
業
は
消
極

的
す
ぎ
る
と
い
っ
た
意
見
は
、
研
究
開

発
投
資
の
過
去
実
績
か
ら
み
て
も
理
解

で
き
る
も
の
と
い
え
る
が
、
こ
れ
以
外

に
も
原
因
は
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
は
、
企
業

価
値
向
上
が
期
待
で
き
な
い
会
社
は
淘

汰
さ
れ
る
厳
し
い
時
代
に
突
入
し
て
い

る
た
め
、
企
業
価
値
を
棄
損
し
て
い
る

と
い
わ
れ
な
い
よ
う
、
資
本
コ
ス
ト
を

意
識
し
た
経
営
を
徹
底
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を

め
ぐ
る
課
題
等
へ
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
は
、
開
示
内
容
の
充
実
や
投
資
家

と
の
建
設
的
な
対
話
を
進
め
る
な
ど
、

投
資
家
の
正
当
な
評
価
が
株
価
に
反
映

さ
れ
る
取
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
く
る

で
あ
ろ
う
。

（
２
０
２
２
年
６
月
10
日
号
（
№

１
６
４
６
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う

な
提
案
が
さ
れ
た
。

ⅰ　
リ
ー
ス
の
契
約
条
件
が
、
指
数

等
に
応
じ
て
リ
ー
ス
料
を
算
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
に
、
当

該
指
数
等
が
変
動
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
支
払
う
リ
ー
ス
料
に
変

動
が
生
じ
た
と
き
、
か
つ
、
そ
の

と
き
に
の
み
、
残
存
リ
ー
ス
期
間

に
わ
た
り
、
変
動
後
の
指
数
等
に

基
づ
き
リ
ー
ス
料
お
よ
び
リ
ー
ス

負
債
を
算
定
す
る
。

ⅱ　

ⅰ
に
か
か
わ
ら
ず
、
借
手
は
、

合
理
的
な
根
拠
を
も
っ
て
指
数
等

の
将
来
の
変
動
を
見
積
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
、
リ
ー
ス
料
が
参
照

す
る
指
数
等
の
将
来
の
変
動
を
見

積
り
、
当
該
見
積
ら
れ
た
指
数
等

に
基
づ
き
リ
ー
ス
料
お
よ
び
リ
ー

ス
負
債
を
算
定
す
る
こ
と
を
、リ
ー

ス
ご
と
に
リ
ー
ス
開
始
日
に
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
選
択

を
行
っ
た
リ
ー
ス
に
関
し
て
、
次

の
事
項
を
注
記
す
る
。

・
リ
ー
ス
負
債
の
Ｂ
Ｓ
計
上
額

・
ⅰ
を
適
用
し
た
場
合
の
リ
ー
ス
負

債
の
期
末
残
高

委
員
か
ら
「
ⅱ
の
注
記
事
項
に
つ

い
て
は
、
コ
ス
ト
と
有
用
性
の
観
点

か
ら
再
度
分
析
を
し
て
は
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
、
事
務
局
は
「
利
用
者

の
意
見
も
聞
い
て
検
討
す
る
」
と
回

答
し
た
。

中
期
運
営
方
針

今
後
３
年
間
の
日
本
基
準
の
開
発

の
方
針
お
よ
び
国
際
的
な
会
計
基
準

の
開
発
に
関
連
す
る
活
動
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、
新
た
な
中
期
運
営
方
針

の
案
が
示
さ
れ
た
。

前
回
２
０
１
９
年
か
ら
の
大
き
な

変
更
点
と
し
て
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

開
示
基
準
と
の
関
係
」
の
項
の
追
加

や
、
委
員
会
の
一
定
の
リ
ソ
ー
ス
を
検

討
論
点
に
関
す
る
リ
サ
ー
チ
活
動
に

充
て
る
こ
と
等
が
明
記
さ
れ
た
。

今
後
、
数
回
審
議
を
行
い
、
ま
と

め
る
方
向
。

税
金
費
用
の
計
上
区
分
等
へ
の
コ
メ
ン

ト
対
応
、検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、税
効
果
会
計
専
門
委

会
　
　
計

去
る
６
月
27
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
80
回
税
効
果
会
計
専
門

委
員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
２
０
２
２
年
３
月
30
日
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Ｓ
Ｔ
Ｏ
公
開
草
案
、Ｉ
Ｃ
Ｏ
論
点
整
理

へ
の
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
、審
議
再
開

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、実
務
対
応
専
門
委

会
　
　
計

に
公
表
さ
れ
た
次
の
公
開
草
案
に
対

し
て
寄
せ
ら
れ
た
主
な
コ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
、
事
務
局
の
対
応
案
が
検
討

さ
れ
た
。

・企
業
会
計
基
準
公
開
草
案
71
号
「
法

人
税
、
住
民
税
及
び
事
業
税
等
に

関
す
る
会
計
基
準
（
案
）」

・企
業
会
計
基
準
公
開
草
案
72
号
「
包

括
利
益
の
表
示
に
関
す
る
会
計
基

準
（
案
）」

・
企
業
会
計
基
準
適
用
指
針
公
開
草

案
72
号
「
税
効
果
会
計
に
係
る
会

計
基
準
の
適
用
指
針
（
案
）」

税
金
費
用
の
計
上
区
分
（
そ
の
他

の
包
括
利
益
に
対
す
る
課
税
）

複
数
の
区
分
に
関
連
す
る
こ
と
に

よ
り
、
株
主
資
本
ま
た
は
そ
の
他
の

包
括
利
益
に
計
上
す
る
金
額
の
算
定

が
困
難
な
場
合
と
し
て
、
退
職
給
付

に
関
す
る
取
引
が
想
定
さ
れ
、
税
額

を
損
益
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
例

外
的
な
取
扱
い
を
認
め
る
と
す
る
提

案
に
対
し
、「
退
職
給
付
に
関
す
る

取
引
で
も
、『
困
難
』
と
認
め
ら
れ

る
場
合
の
み
例
外
的
な
取
扱
い
に
該

当
す
る
か
」、「
退
職
給
付
に
関
す
る

取
引
以
外
に
該
当
す
る
取
引
を
想
定

し
て
い
な
い
理
由
を
明
示
す
べ
き
」

等
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
事
務
局
は
「
当
該

例
外
的
な
取
扱
い
は
、
退
職
給
付
に

お
け
る
掛
金
等
の
支
出
額
の
算
定
が

困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
設
け
た
定
め
で
あ
り
、
退
職
給
付

に
関
す
る
取
引
は
、
金
額
の
算
定
が

困
難
な
場
合
に
該
当
す
る
と
考
え
ら

れ
る
」と
の
コ
メ
ン
ト
案
を
示
し
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
「
退
職
給
付
に

関
す
る
取
引
が
一
律
に
『
困
難
』
で

あ
る
と
は
言
い
難
い
の
で
は
」
と
の

意
見
が
聞
か
れ
た
。
事
務
局
は
「
退

職
給
付
に
係
る
算
定
は
基
本
的
に
複

雑
で
あ
り
、
困
難
さ
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
た
だ
、
困
難
で
な
い
ケ
ー

ス
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
た

め
、表
現
を
見
直
し
た
い
」
と
し
た
。

グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
が
適
用
さ
れ

る
場
合
の
子
会
社
株
式
等
の
売
却

に
係
る
税
効
果

公
開
草
案
で
は
、
①
繰
延
税
金
資

産
ま
た
は
繰
延
税
金
負
債
の
認
識
に

関
し
て
、
子
会
社
株
式
等
の
売
却
に

伴
う
売
却
損
益
の
繰
延
べ
に
係
る
一

時
差
異
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
を
消
去

す
る
、
②
子
会
社
に
対
す
る
投
資
に

係
る
一
時
差
異
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら

を
計
上
し
な
い
旨
を
提
案
し
て
い

た
。
こ
れ
に
対
し
事
務
局
は
、
寄
せ

ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
集
約
す
る
と
、

繰
延
税
金
資
産
ま
た
は
繰
延
税
金
負

債
の
認
識
に
つ
い
て
、
①
と
②
の
間

で
異
な
る
取
扱
い
を
設
け
る
こ
と
が

合
理
的
か
否
か
と
い
っ
た
論
点
に
な

る
と
し
た
。

事
務
局
は
ま
ず
、
①
は
子
会
社
株

式
等
を
グ
ル
ー
プ
内
で
売
却
し
た
こ

と
で
生
じ
る
一
時
差
異
で
あ
る
の
に

対
し
、
②
は
子
会
社
等
の
資
本
連
結

（
ま
た
は
持
分
法
の
適
用
）
に
よ
っ

て
生
じ
る
一
時
差
異
で
あ
る
点
や
、

投
資
の
売
却
や
清
算
な
ど
に
よ
る
解

消
事
由
等
の
相
違
点
が
挙
げ
ら
れ
、

両
者
の
性
質
は
必
ず
し
も
同
じ
で
あ

る
と
は
い
え
ず
、
異
な
る
取
扱
い
を

定
め
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
と
の

考
え
を
示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
繰

延
税
金
負
債
ま
た
は
繰
延
税
金
資
産

の
計
上
に
関
す
る
公
開
草
案
の
内
容

を
修
正
す
る
必
要
は
な
い
と
し
た
。

他
方
、
両
者
の
性
質
の
相
違
に
つ
い

て
は
、
公
開
草
案
で
は
明
ら
か
で
は

な
い
た
め
、
結
論
の
背
景
に
記
載
す

る
旨
を
示
し
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
特
段
の
異
論
は

聞
か
れ
な
か
っ
た
。

去
る
６
月
28
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
４
６
回
実
務
対
応
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。
３
月
15
日

に
公
表
さ
れ
た
実
務
対
応
報
告
公
開

草
案
63
号
「
電
子
記
録
移
転
有
価
証

券
表
示
権
利
等
の
発
行
及
び
保
有
の

会
計
処
理
及
び
開
示
に
関
す
る
取
扱

い
（
案
）（
以
下
、「
本
公
開
草
案
」

と
い
う
）」
お
よ
び
「
資
金
決
済
法

上
の
暗
号
資
産
又
は
金
融
商
品
取
引

法
上
の
電
子
記
録
移
転
権
利
に
該
当

す
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
の
発
行
及
び

保
有
に
係
る
会
計
処
理
に
関
す
る
論

点
の
整
理
（
以
下
、「
本
論
点
整
理
」

と
い
う
）」
に
つ
い
て
、
６
月
８
日

ま
で
行
わ
れ
た
コ
メ
ン
ト
募
集
で
寄

せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
、
議

論
が
行
わ
れ
た
。

実
務
対
応
報
告
に
お
け
る
事
務
局

提
案本

公
開
草
案
で
は
、
電
子
記
録
移

転
有
価
証
券
表
示
権
利
等
の
発
行
お

よ
び
保
有
に
関
す
る
一
部
の
論
点
を

取
り
扱
わ
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
本
論
点
整
理
の
ほ
う
で
取

り
扱
っ
て
い
る
。
本
論
点
整
理
に
対

し
て
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
受

け
、
事
務
局
は
本
公
開
草
案
で
「
一

部
の
論
点
」と
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
、

実
務
対
応
報
告
に
お
い
て
も
次
の
よ

う
に
論
点
を
明
記
す
る
こ
と
を
提
案

し
た
。

⑴　
株
式
会
社
以
外
の
会
社
に
準
ず

る
事
業
体
等
に
お
け
る
発
行
お
よ

び
保
有
の
会
計
処
理

⑵　
株
式
ま
た
は
社
債
を
電
子
記
録

移
転
有
価
証
券
表
示
権
利
等
と

し
て
発
行
す
る
場
合
に
財
ま
た
は

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
権
利

が
付
与
さ
れ
る
と
き
の
会
計
処
理

⑶　
暗
号
資
産
建
て
の
電
子
記
録
移

転
有
価
証
券
表
示
権
利
等
の
発
行

の
会
計
処
理

⑷　
組
合
等
へ
の
出
資
の
う
ち
電
子

記
録
移
転
権
利
に
該
当
す
る
場
合

の
保
有
の
会
計
処
理

専
門
委
員
か
ら
は
、「
事
務
局
提

案
の
と
お
り
、
細
か
く
４
つ
に
分
け

て
記
載
し
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す

い
」
と
の
意
見
の
ほ
か
、「
検
討
の

経
緯
等
を
、
基
準
や
コ
メ
ン
ト
対
応

の
な
か
で
記
載
す
る
の
は
ど
う
か
」

と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
事
務
局
は
「
も
う
少
し
記
載
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
す
る
」

と
回
答
し
た
。

本
論
点
整
理
に
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ

ン
ト
に
対
す
る
意
見

事
務
局
か
ら
、
論
点
ご
と
に
寄
せ

ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
の
要
約
が
紹
介
さ

れ
た
。

た
と
え
ば
、
速
や
か
に
基
準
開
発

に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
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将
来
予
測
情
報
の
考
慮
、検
討

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会
　
　
計

理
由
と
し
て
「
日
本
の
税
制
は
基
本

的
に
会
計
に
即
し
た
形
で
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
会
計
基
準
が
定
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
が
税
制
上
の
取
扱
い

の
不
明
瞭
さ
を
招
き
、
会
計
・
税
制

上
の
取
扱
い
が
明
確
な
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
等
に
多
く
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
が
流
出
す
る
と
い
っ
た
問
題
が
生

じ
て
い
る
」
点
を
挙
げ
る
コ
メ
ン
ト

が
あ
っ
た
。

こ
の
点
、
専
門
委
員
か
ら
は
「
例

と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
挙
が
っ
て

去
る
６
月
28
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
８
３
回
金
融
商
品
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。
金
融
資
産

の
減
損
の
会
計
基
準
の
開
発
に
関

し
、
ス
テ
ッ
プ
２
で
優
先
し
て
検
討

す
る
論
点
の
う
ち
、
合
理
的
で
裏
づ

け
可
能
な
将
来
予
測
情
報
の
考
慮
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

事
務
局
提
案

⑴　
検
討
の
進
め
方

ス
テ
ッ
プ
２
で
取
り
上
げ
る
論
点

の
う
ち
、
将
来
予
測
情
報
の
考
慮
が

本
基
準
の
開
発
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

場
合
、
実
務
上
の
困
難
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
論
点
は
次
の
と
お
り
。

①　
信
用
リ
ス
ク
の
著
し
い
増
大

②　
複
数
シ
ナ
リ
オ
の
考
慮
を
含
め

た
結
果
の
確
率
加
重

③　
信
用
リ
ス
ク
を
見
積
る
期
間

こ
の
う
ち
、
①
・
②
は
、
予
想
信

用
損
失
の
見
積
り
へ
の
将
来
予
測
情

報
の
反
映
と
し
て
ま
と
め
て
検
討
す

る
。
③
は
、
将
来
予
測
情
報
を
考
慮

で
き
る
期
間
と
信
用
リ
ス
ク
を
見
積

る
期
間
の
間
に
差
異
が
あ
る
場
合
に

関
連
す
る
論
点
が
存
在
す
る
た
め
、

①
・
②
と
は
別
に
検
討
す
る
。

⑵　
予
想
信
用
損
失
の
見
積
り
へ
の

将
来
予
測
情
報
の
反
映

①
・
②
に
関
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号

「
金
融
商
品
」
に
お
け
る
定
め
（
①

は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
５
・
５
・
11
項
、

②
は
同
５
・
５
・
17
項
）
等
を
踏
ま

え
る
と
、
適
用
に
際
し
て
の
実
務
上

の
困
難
性
は
「
将
来
予
測
情
報
と
し

て
ど
の
よ
う
な
情
報
を
用
い
る
か
」、

「
ど
の
よ
う
に
予
想
信
用
損
失
の
見

積
り
に
反
映
さ
せ
る
か
」
に
分
け
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
、
た

と
え
ば
マ
ク
ロ
経
済
指
標
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ

や
失
業
率
な
ど
）
を
用
い
る
例
が
挙

げ
ら
れ
、
こ
れ
は
日
本
企
業
で
も
用

い
ら
れ
て
い
る
。

後
者
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
貸
倒

見
積
高
の
算
定
に
お
い
て
将
来
予
測

情
報
を
考
慮
す
る
こ
と
は
一
般
的
で

は
な
い
が
、
す
で
に
管
理
上
用
い
ら

れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
将
来

予
測
情
報
を
予
想
信
用
損
失
の
見
積

り
に
反
映
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
と
同
様
に

基
準
や
適
用
指
針
で
特
定
の
情
報
や

反
映
方
法
に
言
及
す
る
こ
と
は
、
企

業
の
実
情
に
応
じ
た
判
断
を
阻
害
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶　
信
用
リ
ス
ク
を
見
積
る
期
間

前
回
専
門
委
員
会
（
２
０
２
２
年

７
月
１
日
号
（
№
１
６
４
８
）
情
報

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
で
は
、
③
に

つ
い
て
、
予
想
存
続
期
間
が
１
年
未

満
の
金
融
資
産
の
取
扱
い
を
除
き
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
定
め
（
付
録
Ａ
の

信
用
損
失
の
定
義
）
を
そ
の
ま
ま
取

り
入
れ
る
こ
と
に
お
お
む
ね
異
論
は

示
さ
れ
な
か
っ
た
。

将
来
予
測
情
報
の
入
手
可
能
な
期

間
が
貸
付
金
の
予
想
存
続
期
間
よ
り

短
い
場
合
、
将
来
予
測
情
報
の
入
手

が
困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
一

方
で
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
で
は
、
予
想

存
続
期
間
の
全
体
に
わ
た
る
将
来
の

予
測
を
織
り
込
む
こ
と
は
要
求
さ
れ

な
い
と
す
る
実
務
上
の
便
法
等
が
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
９
号
の
定
め
を
取
り
入
れ
た
と
し

て
も
実
務
上
の
困
難
性
が
生
じ
る
可

能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

＊

以
上
を
踏
ま
え
、
事
務
局
は
将
来

予
測
情
報
の
考
慮
に
関
し
て
、
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
９
号
の
原
則
と
な
る
考
え
方
お

よ
び
要
求
事
項
の
趣
旨
は
そ
の
ま
ま

取
り
入
れ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
手

法
を
詳
細
に
会
計
基
準
等
で
は
示
さ

な
い
こ
と
を
提
案
し
た
。

専
門
委
員
の
意
見

専
門
委
員
か
ら
は
「
基
準
だ
け
だ

と
実
務
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
に
く

い
。
具
体
的
な
手
法
も
、
設
例
や
ガ

イ
ダ
ン
ス
な
ど
で
紹
介
す
る
の
が
よ

い
の
で
は
」
と
い
っ
た
意
見
が
挙

が
っ
た
。

親
委
員
会
の
議
論

６
月
29
日
開
催
の
第
４
８
２
回
親

委
員
会
で
も
同
様
の
議
論
が
さ
れ
、

委
員
か
ら
は
、「
将
来
予
測
情
報
の

考
慮
の
方
法
に
関
し
て
、
企
業
ご
と

の
自
由
度
を
確
保
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
会
計
と
は
ど

の
よ
う
な
基
準
か
」、「
わ
が
国
の
基

準
開
発
の
参
考
に
な
る
部
分
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
た
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
状
況
を
確
認
し
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
複
数
聞
か
れ
た
。
こ

れ
ら
に
対
し
、
事
務
局
は
「
ロ
ー
カ

ル
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
基
準
を
採
用
し
て
い
る
と

理
解
し
て
い
る
。
可
能
な
範
囲
で
確

認
し
て
い
く
」
と
回
答
し
た
。

金
　
　
融

イ
ン
フ
レ
の
種
を
蒔
く
日
銀
の
金
融

政
策

日
銀
の
国
債
購
入
額
が
、
６
月
13

日
か
ら
17
日
で
10
兆
９
、０
０
０
億

円
に
及
び
、
そ
の
前
の
週
ま
で
お
お

む
ね
２
兆
円
前
後
で
推
移
し
て
い
た

動
き
と
比
較
し
て
大
幅
に
増
え
た
。

こ
の
週
は
そ
れ
だ
け
市
場
の
売
り
圧

力
が
強
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
す
る
な
か
で
、
10
年
物
国

債
利
回
り
を
０
・
２
５
％
に
設
定
し
、

そ
の
水
準
を
超
え
る
よ
う
な
国
債
売

り
注
文
が
市
場
に
出
た
場
合
に
、
無

制
限
に
日
銀
が
買
い
取
る
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。

日
本
で
も
物
価
上
昇
率
は
確
実
に

上
昇
傾
向
を
示
し
、
日
銀
が
無
制
限

に
国
債
を
購
入
す
る
こ
と
で
生
じ
る

過
剰
流
動
性
が
、
将
来
の
イ
ン
フ
レ

を
加
速
さ
せ
る
可
能
性
を
高
め
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
今
高
イ
ン
フ
レ
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
ア
メ
リ

カ
は
、
労
働
市
場
で
賃
金
の
上
昇
を

伴
っ
て
物
価
上
昇
が
生
じ
て
い
る

が
、
日
本
は
賃
金
水
準
が
上
が
ら
ぬ
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サステナビリティ、ガバナンス、四半期など

ディスクロージャーWG
報告で実務はどうなる

PwCあらた有限責任監査法人　公認会計士  矢農　理恵子
PwCあらた有限責任監査法人　公認会計士  平井　健之

PwCあらた有限責任監査法人  野村　嘉浩

ワーキング・グループ

去る６月13日、金融庁から「金融審議会ディスクロージャーワーキング・グループ報告
―中長期的な企業価値向上につながる資本市場の構築に向けて―」が公表された。本報告
では、サステナビリティ情報の開示、コーポレート・ガバナンスに関する開示のほか、四
半期開示制度見直しの課題などが取り上げられており、企業開示実務の今後の方向性を示
すものである。本特集では、本報告の概要と、実務への影響や今後注視すべき事項等につ
いて解説していただいた。

短期的なものから中長期的なものまで
ＷＧ報告公表の経緯と今後の開示の方向性
気候変動、人的資本・多様性など
サステナビリティ情報の開示に関するポイント
コード再改訂と東証市場区分再編を踏まえて
コーポレート・ガバナンスの開示に関するポイント
一本化への課題は引き続き議論
四半期開示制度の見直し等に関するポイント
「重要な契約」の開示、英文開示
ＷＧ報告におけるその他のポイント

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2022年 
６月29日 「人的資本可視化指針」（案） 内閣官房

非財務情報可視化研究会での検討内容を踏まえ、人的資本について
モニタリングすべき関連指標の選定と目標設定等について具体的に
どのように開示を進めていけばよいのか、企業側の参考となる指針
としてまとめるもの。コメント期限は2022年7月29日。
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAM
E=PCMMSTDETAIL&id=060220629&Mode=0

―

2022年 
６月30日

会計制度委員会研究資料７号「ソ
フトウェア制作費等に係る会計処
理及び開示に関する研究資料 ～
DX環境下におけるソフトウェア
関連取引への対応～」

JICPA

ソフトウェアに関するビジネスの環境変化に伴い、研究開発費等会
計基準等の設定時に想定していない多様な実務が生じていることに
鑑み、ソフトウェアおよびその周辺の取引に関する会計上の取扱い
について実態調査を踏まえ、現時点における考えを取りまとめたも
の。公開草案に寄せられたコメント等も、あわせて公表されている。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20220630ajf.html

―

2022年 
６月30日

「消費税の仕入税額控除制度にお
ける適格請求書等保存方式に関す
る取扱通達の制定について」の一
部改正

国税庁

2022年度税制改正で消費税関連法令が改正されたことに伴い、所要
の整備を図るもの。控除対象外仕入れに係る支払対価の額の意義等
が明らかにされている。
https://www.nta.go.jp/law/tsutatsu/kobetsu/kansetsu/kaisei/
pdf/04.pdf

―

2022年 
６月30日

電子帳簿保存法取扱通達の改正　
等 国税庁

2022年度税制改正で、タイムスタンプの国による認定制度の創設
に伴うスキャナ保存制度等の整備等の電帳法改正に伴い、所要の整
備を図るもの。通達のほか、電子帳簿保存法一問一答も改正されてい
る。
https://www.nta.go.jp/law/tsutatsu/kobetsu/sonota/030628/
index.htm

―

証
　
　
券

弱
気
心
理
化
し
た
米
株
式
市
場
の
行
方

ま
ま
物
価
だ
け
が
上
昇
傾
向
に
あ

る
。
今
後
、
景
気
回
復
過
程
で
経
済

活
動
が
活
発
に
な
り
、
賃
金
が
上
昇

し
、
総
需
要
が
拡
大
す
る
な
か
で
イ

ン
フ
レ
が
高
進
す
れ
ば
、
過
剰
流
動

性
が
イ
ン
フ
レ
を
加
速
さ
せ
る
要
因

に
な
る
。

実
際
に
日
本
で
も
、
１
９
７
３
年

の
中
東
の
産
油
国
に
よ
る
原
油
価
格

引
上
げ
で
「
狂
乱
物
価
」
と
呼
ば
れ

る
物
価
高
騰
が
生
じ
た
。
こ
の
と
き

の
原
油
価
格
引
上
げ
が
イ
ン
フ
レ
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ

の
前
の
１
９
７
１
年
に
ニ
ク
ソ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
、
米
ド
ル
紙
幣

と
金
の
兌
換
が
一
時
停
止
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
為
替
市
場
で
ド
ル

売
り
が
殺
到
し
、
日
銀
が
大
規
模
な

円
売
り
・
ド
ル
買
い
介
入
を
実
施
し

た
。
こ
の
結
果
生
じ
た
過
剰
流
動
性

が
、
物
価
高
騰
の
大
き
な
要
因
に

な
っ
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
。

今
回
は
為
替
市
場
で
は
な
く
国
債

市
場
で
の
日
銀
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

だ
が
、
状
況
は
よ
く
似
て
い
る
。
日

銀
は
、
売
り
圧
力
が
消
え
る
ま
で
国

債
市
場
に
介
入
す
る
こ
と
は
可
能
だ

が
、
そ
の
場
合
は
市
場
に
対
す
る
流

動
性
供
給
を
通
じ
て
イ
ン
フ
レ
圧

力
、
金
利
上
昇
圧
力
を
高
め
る
と
い

う
悪
循
環
に
陥
る
こ
と
に
も
な
る
。

イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
固
執
す
る
こ
と
が
、
イ
ン
フ
レ
の

種
を
蒔
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
開

始
か
ら
４
カ
月
が
経
過
す
る
が
、
依

然
激
戦
が
続
い
て
お
り
、
今
後
の
見

通
し
を
難
し
く
し
て
い
る
。

２
年
前
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
多

く
の
国
で
イ
ン
フ
レ
が
動
意
づ
い
て
き

た
が
、
今
年
に
な
っ
て
加
速
化
し
て

き
た
。
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
資
源
、
農
産
物
な
ど
の
生

産
、
価
格
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

欧
米
先
進
国
は
ア
メ
リ
カ
を
先
頭

に
イ
ン
フ
レ
抑
制
を
政
策
の
最
優
先

課
題
と
し
、
金
融
政
策
の
発
動
に

よ
っ
て
そ
の
実
現
を
図
ろ
う
と
し
て

き
た
。
ア
メ
リ
カ
は
当
初
、
金
融
の

段
階
的
引
締
め
で
イ
ン
フ
レ
を
徐
々

に
抑
制
し
、
景
気
後
退
を
避
け
る

ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
作
戦
を
採
っ

た
。
し
か
し
、
５
月
の
消
費
者
物
価

が
前
年
同
月
比
８
・
６
％
上
昇
と
40

年
振
り
の
高
さ
に
な
っ
た
と
き
か
ら

作
戦
を
変
え
、
１
回
の
利
上
げ
幅
を

通
例
の
０
・
５
％
か
ら
０
・
７
５
％
へ

拡
大
、
今
後
の
利
上
げ
も
そ
れ
を
続

け
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ

Ｂ
）
は
景
気
後
退
も
や
む
な
し
、
と

し
て
金
融
引
締
め
強
化
を
決
断
し

た
。
株
式
市
場
に
は
シ
ョ
ッ
ク
で
あ

り
、
株
価
下
落
は
世
界
全
体
へ
広
が

る
同
時
株
安
と
な
っ
た
。

同
時
株
安
の
後
も
、
個
別
の
景
気

指
標
が
事
前
予
想
よ
り
良
好
と
な
っ

た
、
と
い
う
よ
う
な
場
合
、
部
分
的

な
株
価
回
復
・
上
昇
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
株
式
市
場
は
活
況
だ

と
い
っ
た
全
般
的
な
株
価
上
昇
は
期

待
で
き
そ
う
に
な
い
。

こ
れ
か
ら
投
資
家
た
ち
は
、
７
月

下
旬
、
９
月
下
旬
と
予
定
さ
れ
て
い

る
米
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
）
の
決
定
を
予
想
し
つ
つ
、
目

ま
ぐ
る
し
い
行
動
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
利
上
げ
に

よ
っ
て
消
費
、
住
宅
建
設
な
ど
の
需

要
減
少
、
企
業
収
益
の
落
込
み
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

あ
る
い
は
イ
ン
フ
レ
の
進
行
に
よ

り
、
利
上
げ
幅
が
も
う
一
段
拡
大
す

る
、
と
い
っ
た
展
開
に
な
れ
ば
、
大

幅
な
株
価
下
落
と
な
り
ア
メ
リ
カ
か

ら
世
界
全
体
へ
広
が
る
だ
ろ
う
と
い

う
見
方
も
あ
る
。

し
か
し
、
も
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
が
停
戦
、
終
息
と
い
っ
た
展
開
に

な
れ
ば
、
株
価
上
昇
も
あ
り
得
る
。

今
後
も
、
株
式
市
場
の
動
向
が
注
目

さ
れ
る
。


